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ようにみえて，それが他者のiili21tスタイルの棋倣
になっていることがあるからである。こうした媒
介作111が旅み'1}す欲望のことをジラールは第二の
欲望と１１「んでいる。iiIjYIl者のl告|苑(l(1な節一の欲望
と，媒介されて生み111される輔三の欲望とは競合
する|H1係にある。つまり人'''1の欲望は一見すると
自然｢1《]・ｌＬ１苑ｉ１ｔ１に見えて実は社会(111な↑i)(望である
場合がある。
４－１欲求・ニーズ・ウォンツ
■なぜ欲求があるのか
人間は(iりらかの欲求をもっているＩＷｌｉである。
ではなぜ人1111は欲求をもつのだろうか。’''1か欲し
いものがあるから欲求が発生するのだろうか。あ
るいはIiiIらかの|H1題があるために人''１１は欲求をlIill
激されるのだろうか。
欲望や欲求については，３辺りの考え方が存在
する。
まず第一に，人ＩＮＩにはImlか欲求があり，それが
対象によってⅡ奥起される，あるいは，欠乏がある
ときに欲求が現りき化するという考え方である。こ
うした考え方を「欠如としての欲望」とⅡ｢んでみ
よう。これは１Ｍ々が[|常採川している考え方であ
る。例えば，（ｌｉＩ１ｌけ''１１も食べていないので）お腹
が空いた，（171起きしたので）’'1(りたい、（牧漣が
不足しているので）勉強をしたい，などである。
こうした欲求はlHl題とその解決としての過隈とし
ても捉えることができる。
三lmFl］の欲望のｉｉｊｌ点は，「根源としての欲望」
である。この考え方に立てばまず人|A1存在に先立っ
て．根源''１<]な欲望というものがあり，それがさま
ざまに分かれてはじめてhll(求としてMNjll化すると
いうものである。この弩えを代表するのはフラン
スの哲学者ドゥルーズたちである。
「いたるところに，生雌する論機械が。つまり
噸(I(I生命そのものが存在するのである。私と私で
ないもの，外なるものと|ﾉ1なるものとの区)}||は，
もはやここでは何の意味ももたないのだ｡」（ドゥ
ルーズとプノタリ．1972．Tl丁)fT宏i(i訳I〕１１）ドゥルー
ズとブノタリは人|H1がいて彼（女）が欲求をもつと
いう考えの代わりに，欲裂というＩｌｌ源的な存在が
あると考える.それが「器官なき身体」である。
｢器官なき身体」とは、いわば欲望そのものの原
初的な形態と考えればよい。しかし器官なき身体
そのものは(,Ｉも生み|[{さない。「器`ｌｉｌｒなき身体は，
非生産的なるものである。（．．．）それが生み
だされるまさにその場所に存在するものなのだ」
(邦訳，Ｉ).２１）そして欲望はあたかも刑IlIluが分裂
して1Wﾘliするように'二|分のﾉﾉで分裂しながら姿を
変えていく。
こうした考え方に立てば，火/１１１としての欲望と
いう考え方は'１Ｍ;'|される。「この考え方（i]具：観
念論的考え方）は，まずlmlよりも・欲望を欠如と
して．あるいは対象の欠如として．あるいは実在
二番目に「媒介としての欲望」という考え方が
ある○これは欲望とは他者を媒介としてｈＲ立する
ものであるとする見方である｡「一見，iiL〔線に見
える欲望の」:には，主体と対象に,両,,,ｹﾞに光を放射
している媒体が存在するのである」（ジラール，
'971,T1illl訳，，).２）人,,,,の欲望は一見すると'二，
分が主体､()に欲求しているように見えても，実は
それは他昔の欲求に媒介されていることがある。
ジラールはこうした欲求を「欲望の三角形」と,呼
んでいる．ﾆﾉｲ]形とはii1iYll者という三,{体と欲求さ
れる対象，それらを「媒介」する他背の二者のこ
とである。
現代人の欲求をI1l1解するのが離しいのは，この
ように一見するとii1iYil昔が,÷,発的に欲求している
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ＩＸｌ２のような考え方を孝ｌｈｌＸに人ｵlろと舵人間が
欲瓢に従'１１Iするというよりも，欲朗がむしろ人間
的なありかたを規定していることになる。よく欲
望に(iけることが道徳的に非難されたり，あるい
は欲し'1を「操作」することが社会(１１仁批1;||される
ことがあるが，そもそも人''１１そのものがこうした
欲望・欲求の所産だと考える視点もあることを考
慮に入れるべきだろう。
する対象の火lUlとして規定する考えﾉﾉ」（１）､39）
である。こうした観念論的考え方の代炎はフロイ
トの''１１えたＩ,ｌｉｌ１ｌ１分析である。オィディブス・コン
プレックスという概念によれば，ＪＲ々が感じる欲
望は親や育てられた過程において我々が負った心
の傷が内部化され抑圧されて生じたもo)とざｲ'ろ。
こうした考え方は神話に過ぎない。「欲({(は何も
のをも欠ｌ(||してはいない」（脾１１）
器官なき身体は根ilii的かつ単一の欲W(の形であ
り，あら(ﾘ)ろエネルギー源として人'''1の'101'１に偏
在しているが，それ自体は表に｣)Ｍ１ることができ
ない（このため「器官なき」とⅡfばれる)。それ
が人ＩｌＩ１の身体や世界あるいは組織などの「器官」
と連結さ;１１「欲望する機械」となる。つまり欲望
はなんらかの人|Ｍ１の器官と連結してはじめて欲望
として働きをはじめる。例えば，人''１|のＨと連結
した欲蛾は食欲になってあらわれる。器T<なき身
体は欲望する機械に「折り重なり，この欲蛆１－る
生産を『)|きつけ，この欲望する１Ｍ;を')|きつけ
〔吸7)'し〕，これを自分のものにする〔(i｢i有する〕」
(1).24)。このとき欲望は人間主体ではない．むし
ろ人''''三iﾐ(′|《は，欲望が抑制されたときに１１Jれるも
のである。「欲望に欠如しているのは三i三体であり，
欲望はＩ６ｌ定した主体を欠如しているのだ。｜H1)iZし
た主体がｲiYl;することになるのは．I11111illを通じて
でしかない」(1).41)。この意味ではiiIiY1lTIfという
存在は．人Illlが欲望を持つというよりも．欲甑が
llllえられてはじめて人間＝ii1i費背という存在の形
を取ると考えられている。
ド，ﾝルーズープノタリは上記の考えﾉﾉを資本主義
にも通lllしている。資本は「まさしく尚本家の（．.
.）器`[(なき身体」として捉えられる。ｉｼ(水とい
う根源的な欲求の形は貨幣という存ｲ|;を得てはじ
めてl芒1己生成する。「資本とは，小毛なる[Li幣に
対して，〈[IiWfが貨幣を生む生産的形態〉を付け
加えることになるものなのである。（・・・）資
本は剰余ＩｌＩｉ伽を生産し，みずから発芽して，宇宙
の端にまで（・・・）枝をひろげていくのだ」
(1)２３）つまり資本は貨幣を航イルてのち資本主
義として｣W殖していくことになる。「flM式主義は，
自分の極llllにlfjlかう傾ｌｆ１につき進むものであると
|両1時に，またみずからこのIUilf1lを妨げ}Ｈ１↑Ｉするこ
とをやめないものであるからである」（１）.49Ｌ
■＝－ズの分類と理解
マーケティング論の文脈においては，消費者の
JiL水的欲求をいくつかに分頑してHI1解することが
行われている。
ニーズ（needs;必要性，欲求）は人IM1の基本
的な班求のことであり，５つに分噸されるとされ
る（[(()tl(11.＆KOller，２００６，１).21)。
（１）災lUlされたニーズ（例：私は安いクルマが
欲しい）
（２）典のニーズ（例：私は購入IllIil舟ではなく，
述伽iコストが安いクルマが欲しい）
（３）炎lﾘ'されないニーズ（例：私はディーラー
から良いサービスを期待している）
(`l）灘びニーズ（例：私はディーラーにナビゲー
ターシステムを装首して欲しい）
（５）隠されたニーズ（例：私は友人にクルマが
わかっていると思われたい）
ニーズはまたその意味によっていくつかに分け
ることができる（Solomoll,2002,104)。ひとつ
は生物由来ニーズ（biogellic1lcc〔1s）であり，こ
れは生命を維持するために必班とするニーズであ
る。もうひとつは、心理由来ニーズ（１）sychogen‐
i(､、cc(1s）であり，ある文化に適応することによ
り生じるニーズである。
〉}||のｸ)航として実用的ニーズ(lltilitarianneeds）
と快楽的ニーズ（hedonicllee(|s）がある。前者
は客iiiM的で商品の実体的な凪ＩＹｌｉによって表現され
るニーズである。後者は興爾や喜びなどの主観的
で経駄(l<ﾉなニーズである。ｉｌｌｉ１１１ｉ１１は普通この両面を
もっているものである。例えば．ネクタイは男性
の祥1111を飾っておしゃれするための快楽的なニー
ズに対応するだけでなく、暖かさを保つという実
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11Ｗ1ニーズも備えている。
また生理的ニーズ＝一次的欲求と社会的＝－ズー
二次的欲求に分けることもできる。前者は喉の乾
きや食欲，性欲，lIlKl11(，苦痛|回1避などの生命維持
のために必要不'１｢火の欲求である。後苔は達成・
RMm・権力・依存・承認・支配・淑示などの後天
的に学習された欲求を指す（１１１局他，1999,868)。
またウオンツ（wants：欲求）はニーズが特定
の対象に向けられたものであり，ニーズを満たす。
デマンド（demal,(I：要求）はlIii人能ﾉﾉに見合っ
た特定の商品にlfilけられたウォンツのことである。
例えば，「ある地点から)Ｉｌｌの地点に移肋したい」
というのはニーズであるが，「クルマが欲しい」
というのはウォンツであり．デマンドとは「カロー
ラが欲しい」という気持ちである。
マズロー（Ｍ【lslow，1943）によ｜lば，人|ﾊ1の
勁機（motivation）は５つの階1節に分獅できる。
より「低位」のニーズが満たされると人間はつぎ
のより「高位」なニーズが生じ，そのニーズ満足
を求めて活動する。
（１）生理的ニーズ(1)hysiologicalIlo(？〔１s）・・・
人間が体の状態をｆ|動的に保つためのホメオ
スタシスの働き．そのほかにより生じる人lMl
の生物としての要求。
（２）安全ニーズ（safetynec〔|s）・・・子供が
典型的にそうであるように，生IM1的ニーズが
満たされると次に身体的・〕|【,Iiilll的安全・安心
を求める。
（３）愛情ニーズ（IovcllCeds）・・・川｢属（１）c‐
lo1lgiI1glu〔1ss）ニーズともl1fばれ，友人や家
族・社会に所属して，愛情を{二jえたり受け取っ
たりしたいというニーズ。
（４）尊敬ニーズ（(,steemnce(１s）・・・他人
から高い評(iliを得たり尊敬されたいという
ニーズ。
（５）自己実現ニーズ（nee〔|「ｏｒｓ(P1f-a〔Ptualim-
tion）・・・その人がどのような人でありう
るか．そのｉ１能性を実現するニーズ。１１１１想１１<１
な母親であったり，絵画をｌｌＶｉくなどさまざま
なニーズの形を取る。
なお，マズローは後ｲﾄﾞ，このニーズ階層モデ
ルにさらにふたつの上位階層を卜lけjⅡ|えている
(MasloW，1970)。それは（６）知識と理解への
欲求（〔Iesil･〔，ｔ〔〕kllowan〔'111〕(1(wstand)，（７）
美ニーズ（11(](､(l「()l･beauty）である。（６）は｢１
分自身や環境に管いて知識やjll1解を得たいという
欲求である。ノI&終的には人ＩＭＩは（７）美というもっ
とも洗練されたニーズを求めるというのである。
Myers＆'((Dyllol(1ｓ（1967）はこのマズローの
モデルに関連して，次のようなマーケティングで
の成功例を細介している。ケーキミックスでよく
知られたブランドであるベティ・クロッカーはＷＴ
発売された1930ｲＩｉ代から40年代にかけては，あま
りにも便利すぎるために主婦からは人気を博しな
かった。主婦にとって水を"Ⅱえるだけの手''１１では
l］己尊敬ニーズが満たされなかったのである。そ
こでベテイ・クロッカーのmii,(11,とパッケージに改
良が加えらＩ'た。主婦が卵をケーキミックスに/｣Ⅱ
えないと洲''11でさないようにしたのである。こう
することによって主婦は[|己ｌＭＭＩＩＩ〔ニーズが満たさ
れ，自分がケーキを手作りしているように感じた
のである。
しかしマズローの1111論が本当に現実の人間のニー
ズを説IUlしているかどうかについて'よ疑問がﾀﾞliる
(Ａｌ･nolll(I,ＩＤrice,＆Zinkllall,2002,386-7）。本
当に生ＨＭ１ニーズが満たされなければより高位の
ニーズに移行しないとは考え難いからである。例
えば↑人''１１は生llll的ニーズがilMiたされない場合で
も美を求めることがありうる。また文化によって
こうしたニーズの階層性は腿なる。
欲求一脈ﾉﾉ1111論で知られるマレー（Ｍ''1.1．fly，
1938）は人'''１のjIL本的ニーズを22に分類した。マ
レーによれば人''１１はこれらのニーズのそれぞれの
優先度においてｿLなっているとした。この22のニー
ズのうち梢Y11打行肋に関係するニーズは．獲得ニー
ズ（所有や(１１Lｲiするため)，整理ニーズ（物ﾘiを
曜理したい，あるいは清潔にしたい，バランスを
取りたい、など)，貯蔵ニーズ（何かを保存した
い，倹約したい，経済的にしたい）などである
(Ａ１･llollld，IDric(､,＆Zillk11al１，２()02,388-9）。な
お，マレーの欲求一圧力理論（'1(PC(1-1)ress）によ
れば，環境がＩｌＡｌ体に及ぼすjJ1MLとしての圧ﾉﾉがあ
り，人が環境に|側きかける行』ﾘ｣をリ|き起こすIlil体
内部からのﾉﾉを欲求と呼んでいる。そのプロセス
は「最初の状況一行動バターンー終末の状況」と
表現される（''１局他．1999,868)。
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に合致した結果が実現可能だという期待をもつこ
とである。これは単に期待するというのではなく，
結果が仮に悪くなると思っていても「願いをかけ
る」と結果への期待値を上げることができる。例
えば，悪性のガンにかかったとしても１，１位への願
いをかけることはできるのである。
希望をもつことは，消費者の推論を動機づけろ
(motivate〔ｌｒ(Pasoning）ことになり，認知の働
きを促進する。この結果，商,1,1,の探索と評IlIliにバ
イアスがかかり，より好意的なiWi1li1,評Illliにつなが
ることが了il1llされる。しかしこのほかに希i1Mがど
のように消費ご音の行動に影響するかは未加数の部
分が多い。
また消費背は目標を達成しようとする勅機が強
い場合，努力（effol､t）を注入する。ｸﾁﾉﾉとは
｢消Ｙ１ｌ昔が目標を達成しようとして費やす'1#llUや
エネルギー」（Ａｌ･l1oul〔1,Price,＆Zillk}1all,2002,
379）のことである。これに対して関与（ilWolv(!‐
ｍ(！,】t）とは動機の心理的結果である。llilj機|､|け
られたiili費昔は興味や興奮や情熱を感じる。こう
した感情が勅機の結果として感じらｵlることがllU
1jなのである。
ニーズのうちでも特に強い欲求のことを欲望
(dcsil℃）とl11zぶ。欲望とはiili費背が描く妙旭と
社会的な状況的コンテキストとのlll1に生まれるＩｉＵｊ
熱のことである（Bclketa1.,2003)。｜ｸﾘえば，ク
リスマスのlWiり物を待つ子供の心理はこうした`ｌｉｌｉ
熱的な欲望のひとつとして考えることができる。
ニーズやウォンツと比較して，欲望は対象がlhl定
化されている，ニーズが身体的で，ウォンツが心
JIM的であるのに比較して，欲望はそのiil1i方である，
またニーズが必要性として，ウォンツが願いとし
て炎｣兇されるのに比較して，欲望は情熱として災
｣)lされるなどの違いがある。欲望は肋機の社会(1(Ｉ
１ｌｉ質として表|ﾘlされるともいえる。
一方，希望（hope）という概念がある。イilr望
は「Ｉ－ｌ標に合った結果が可能と評価されるときⅡ拠
起さｵlる正の感情」（deMeI1o＆Maclnllis,２()05,
ｲ5）と定義される。希望はうれしい，興砺すると
いうようなT1Iの感情であり，｜=1標と合致したlLl分
にとって望ましい結果が予期されるとき感じられ
るものである。例えば，ダイエットをして'二1分が
ｌＹｌむ体形が実現できそうとわかったときに感じら
れるうれしさは希望なのである。
希望はさらに三つに分けることができる。それ
は（１）希望する（ｔｏhope)，（２）希瓢を抱く
(ｔｏｈ【Ｗ(PIloI)e)，（３）願いをかける（ｔｏ})(DlloI)e‐
『,,|)，である。（１）の「希望する」とは，１１棟
巡りの結果がTil能だと強く望むことを意味する。
ダイエットをして望みどおりの体孟が可能になる
とjldiく思うことはこの「希望する」状態である，
（２）「希望を抱く」とは目標に合った結果がⅡ1能
だという正の感‘情を楽しむことである。｜ｸﾘえばダ
イエットをしようと思い、その'二Ｉ的でハーブ茶を
IIlli入して感じる楽しみはこの「希望を抱く」状態
である。（３）の［願いをかける」状態は，｜｣的
４－２動機
iiliZ'１背が買い物をする原因は動機(ｍ(〕tivatioI1）
と'11zばれる。動機とニーズとは文献ではほぼ'071じ
ょうな意味で用いられる傾向があり，どちらもｉｉＩｉ
Ｙｌｌ行動の目的となる。しかしニーズはさまざまあ
る1liIj機のひとつの要素であって，特に行ｌｌｉ１ｊを苑nＡ
させる内的状態として区>lllして１１lいられる（'|鳩
('''’’999,868）傾向があり、これに対してlIi1j機
は行li1jの発現と維持の理１１１としてlI1いられるllM念
である。つまりニーズだけでは行釛は起きないが，
１Ｍ)jが起こるときはニーズに誘因（欲求の対象）
が力Ⅱわり，ニーズと誘因のふたつが作11Iして1Iij1機
を１１ﾉ成することになる。
では勁機とはなんだろうか。動機は，内的１１||戦
であり（Ａ１､Ilould，Price,＆Zillkhall，2002,378）
かつ「'-1標対象（goal-objoct）に向けてii1iYll行
に行ji1jをうながす勅凶（(１，．ive）や党NYの状態」
(SIM)tlLMittal,＆Ｎｅｗman,1999,342）と定義
できる。ここで動因とは緊張を減少させるようｉｉ１ｉ
Ｙ１(ffを活動させるような内的状態のことである。
これは消費者が内｢|(}に緊張を感じると不快に感じ
るためであり，llijj囚や覚醒は消費者にjIMilのため
のエネルギーを与える。動機は目標と動'八|がなけ
れば発上|きしない。目標対象は''二あるいは負の('１１
(val(111(PG）をもっている。
動因理論（〔１１.ivetheo1．y）では人lMIの行ji1jを｣|｛
物il<Iなニーズとして説lﾘIする（Soloｍｏｌｌ，２０()2,
103)。つま(〕，消費者は不愉快な覚解によってｊｌｉ
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じた緊張を減少させるべく１１F勅する〈ｊＹ[であるニ
この緊張を減少させ｣４１街の取れた状態に1）(す|=|的
的活動のことをホメオスタシス（|,０，]](!(〕s⑬sis）
とＩＩＰぶ。しかし肋lklIll1論では必ｊ含しもii1i(IlfiLの行
動のすべてを説lⅡＩすることはできない（例えば，
消費者はわざとillillLを処１０Ｉすることがありうる)。
これに対して期待理論（exl)〔!(化Ｉｌｌ(･ｙｔｌｌ(!()｢y）で
は，生物１１()なニーズの代わりに認）ilIlW班|ＡＩに着[Ｉ
する。lU1侍lll1i;lflによ;１１ばｉｉＩｉ１ｌｌ行は望ましい紬1,lLを
得られることをlUl荷して行釛することになる。
丸1(－ツＩＩｌ１１１１ｌ,）
(11）反,M(外（家のなかの飾りつけ，!'ﾘ|のラジオ）
(12）魔術１Ｗ統伽'１ﾉノ（ｲIij気のときに〃くむスープ）
こうした勝察はジャーナリスティックな関心を
呼んだものの，必ずしも科学ｉ１Ｖな/j法とは言い難
かったために，モチベーションリサーチは次第に
省みらｲlなくなった。しかし肋機を探求ﾘｰる作業
はマーケヌーにとり必哩な作業と考えられ，iiLi費
11ﾘ)機を心1111'Ｗ１<1な1111論を川いて|Ⅱlらかにする試み
がり|き続き行われている。
■種々の動機の分類
デイヒター（|脈１１t例･’1964）は“モチペーシヨ
ンリサーチ”の''1心人物として1960〈|ﾐ代までに社
会的注'二1を染めにデイヒターの方法はまずiiIi賢
者に関連する１１i班な勅機づけを兇つけ，さらに調
査対象1脈,'Ｈ１がどのように伽機をiMiIlLさせるかを発
見することであった（Mllll(91]＆Ｊ()111〕s()11,1990)。
例えば，録iQf機は持ち１<のi【|:金的iilﾐﾉ)ニーズを満
足させるとざ犯l91IlIkI|〔はＹ･供への愛liUjニーズを
満足させるものである，と解釈された。
ディヒターは次のような12のhli)JiのiiIi(IMiI機を
リストにしている（Lill(I(lllist＆Sirgy，2006,
251）（ノノツコIﾉﾘはiiW,'１，１，例である)。
ii1iY1liLfがＷい物を-ﾘｰろ釛機はﾉ<きく分けて個人
的動機（１）(､rsolumlIllotiws）と社会的動機（sodal
motiv(,s）に分けることができる（'|､Hlube1..1972）
(Bla(．kｗ(９１１，Ｍi]〕i81r(I,＆Ｅｌ】g(v１，２００１，１２９)。個
人的1j1j機：（１）役iIｲﾘ1'(技（TOI(91)I【,yiIlg)，（２）
気11,1iらし，（３）ｌ当|己満足．（イ）ｉ(ｌＬいトレンド
を学ぶ，（５）（ｲﾐをIIiﾉjかす（１）}lySi(vu18M､tivity)，
（６）感覚1IilliM(。
ｉ(|:会irM1j機：（１）家庭外での社会経験，（２）
同じlIU心をもつ仙人との二］ミュニケーション，
（３）’''''１１１と(ﾉ)峡楽，（４）ステー仇スと権威，
（５）バーゲンの楽しみ。
また１１ﾘﾉ機はニーズとliilじく，一次的動機（pri‐
mal･ｙｌＩｌ()tiv(ns）と二次的動機（s(DCol1(Ial･Ｖｍｏ‐
tiws）に分けることもできる。iifl行は唯の乾き
や食欲，性欲，｜|唾'1(,fI1rliillijl避などの''２命維持の
ために必哩ｲ、｢火の欲求である。後背は途１町親
{'1・樅ノル依存・承認・丈ｎ11.ＭNホなどの後天的
仁学１Ｗされた欲求を指す（ＭＩＩ1.1．ay，1938)。
！』ｿ１機は，獲得動機（811〕1)1．()a(､ｌｌｎｌ()tjvation）と
回避動機（:ｗ〔)i(l【ＩＩＩＣ(Pmolivllli(〕')）のふたつにも
分けらオlろ（Ｂ１:,(､kｗ(､１１，MiIliHlr(１，＆１０)､g(〕1,200Ｌ
343)。ｉiii片は|]標物を他i(}すべく働く肋機であり，
後背はある対象から|当１分をi巡るように働く。前者
の例としてはおいしいものを食べたいというＲ標
に|(jlうりｿl櫛，後ｆＷ)例としては，ｉｌＭＩＩさを避ける行
動が挙げＭ１る。
（１）ノノ・ｿ)･ｒＩ:桃・ノノ強さ（人]:道!し，ホットロッ
ド，コーヒー，亦肉，ヘビーユーティリティ
の長靴，ﾙﾘﾉﾉ）
（２）安全flH（アイスクリーム，ホームベイキン
グ，ヅiii院の手41て）
（３）エロティシズム（デザート，手袋，i(いス
ボーツノノー）
（４）道徳11()純粋性・ilIirMli（イiNi，細U)ｲlj、家
庭''１洗HIiiiill，オートミール）
（５）社会的受容性（アイスクリーム，二１－ヒー，
おもちゃ）
（６）個人性（グルメ食,1,1,,外|｣il製「'11ﾘjil1:）
（７）ステータス（スニ】ツチウィスキー．イルや
オlな瀞１１M．紫jlfなクルマ）
（８）ZdYli性（ケーキ，クッキー，人１１入シルク）
（９）報酬（キャンディ，アイスクリーム，役バ
コ，アルコール）
(10）環境の統ﾙﾘﾉ｣（台iﾘrlll1ZLモー須一;1<－卜．
マクレランド（ＭＣＣⅡ〔'１full(１，１９５３）は人MHの基
本的なlilj機として述}j1Uﾘﾉ機，樅ﾉﾉ〃I機，親和動機
の三つを挙げた。
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達成動機（achievementmotivc）は「成llLが
iiWllliされることで感じられる感情を経験したいと
いうニーズ」のことである（McCIIelaI1(1,1953,
79)。こうした達成釛磯の強い人ほど熱心に働き
ﾀﾅﾉ）するIbmlｲﾘがあり，自分の可能性を'２１分で１Jノリ
１%|こうとリーる気持ちが強い（Ｈ１尾、1998)。述成
lli11機の強さは個人が育てられた環境によってもy,ｌ
なるが，文化によってもその表れ方がYiLなる。途
１１Ｍｶ機には，社会的志向達成動機と個人志向達成
動機の三櫛類に分けられる。ｉiii者は並要な他門
(sigIIifi(Dantothe１．s）の期待にこたえようと-ﾘｰる
ことが'三|標となる。後者では'21分|］身の'三|標のた
めに努ﾉﾉすることが'二1指される（Arnoul(1,|),､i(P(１，
＆Zinkhan,2002,392)。こうした志liilは文化に
よって異なり、個人主義の文化圏と柴､|主義の文
化|割では達成を個人的なものと評ＩｌＩｉするか，家族
のものとして評価するか異なりその結果行仙がｿ＆
なる。英国・アイルランドの母親は子供の勉li1の
成果に対して個人的で内面的な成果と考えるため
にご慶芙を与えないが，中[玉I・ベトナムの|砒親
は家族の成果と考えご褒美を与えるIljilr1がある
(I{iⅡ＆Ｒｏｍｍ,1996)。
権力動機（l〕owermotive）とは他背や染ﾄ１１あ
るいはlUylL全体を操作あるいは影響を与えたい
とするニーズである（Winter,1973)。このＨ１;ノノ
l1ijj機が強い人は自己主張が強いl1jil(１１がある（Mc-
Clcllal〕｡，1987)。アジア人のような相互依存''１<ｌ１Ｌｌ
己（illt(Prdcpell(Ientself）をもった人は'二|己二ｉｉｊｌｌｉ
がｌｊ１ｊいIhmlf1がある。こうした樵ﾌﾞﾉ１，１１機が強い人は
l÷1ｸ)の欲求を満たすために，プレステージのある
ｌｉｉ１１１ｉ１１を所有する，あるいは権力を表す象徴をもつ
I1jilfﾘがある。クレジットカード，腕時計，l211iﾘjil（
などである（Amollld，Price,＆Zillkhan，2002,
394)。
親和動機（afriliationmotiv〔?）は人といっしょ
にいたい，Ｉ１ｌ１良くしたいというニーズのことであ
る（McCIcllall〔1,1987,347)。ニオlはマズローの
Ⅲ耐ニーズでいう所属動機にあたる。人は仙人と
いっしょにいたいという願望を持ち，人とり|き離
されることは１１１|罰として用いられている。」n代に
おけるii1i費昔は他者からの分離や孤立を経ﾙitする
ことが多いといわれている（Amoul(１，Ｐｒｉｃ〔9,＆
Zillkllan,2002,397)。
」二記の三つ以外にも消費行動に関する動機分蹴
がある。
独自性要求（uniquenessnee（１）とは，141分が
他人と災なっていると知覚したいという釛機であ
る（Sny〔ICI､＆Fromkin，1980)。欧米の文化で
はこうした杣'２１性をもつことがIlli値をもち奨励さ
れるIMilfﾘにある。この独自性要求が強い人ほど，
新しく特>}|1な商品などのより希少な11ｲを求めるIii
lfilがある（Lyn11,1991)。
自己尊敬動機（self-estcemmotive）とは，自
分'21身についてより肯定的な見方を維持したいと
いうニーズである。米囚人は自分をより荷<評Ｉｌｌｌｉ
するというバイアスIUNli1があると指摘されている
(Amollld，Price,＆Zinkhan,2002,397)。広告
で.`BeYou”（かつてフィリッブモリス社のバー
ジニアスリムのスローガンとしてⅢいられた）な
どのスロープノンが用いられるのはこうした勅機づ
けが背景になっていると考えられる。
■動機の消費者行動における機能
１１１１機は消費意思決定のプロセスに長101的に働く
場合と)(､期的に働く場合がある（Howal･〔1,1989,
55-59)。長期的な動機として，広域的'１(|題|解決モ
デル（I1PS）で動機は探索行iijIと注意行動に影郷
するだけでなく，商品ベネフィットに飯要腔のji（
み卜|けをする役割を果たす。この.意Iltでは災lUln(l
dil機付けとはIU1iliIil（value）とほぼ|両Iじである。
ｊＪｊｌ９ｌｉ１ｌｊ肋機は感情（alTcct）に影響することで，
探索・注意・記憶の各活肋に影響を与える。例え
ば低'＃1与の広告情報処理でいえば．感摘はより問
いili意，より多くの情報処理，メッセージのより
好怠的なll1ll断，より強く広告を想起する，より広
告を好きになる，などの具体的な影響を及ぼす(ﾉ）
である。
モオlでは釛機はどのような過程を経て機能１－る
だろうか（BIa(Pkweu，Miniar(し＆Ｗ】119(〕'’２００１，
３４３)。
まず（１）外部から入ってきた1ｌｉｌｌ戦力Ｗｊｌｋｌや党
IiMをもたらす。この場合覚醒は'二|動的・ll1lUl1的
('ﾀﾞ'|：急にＩ１１かに|FII会いびっくりする），感Ｉｉｌｉ的
(Iルドラマを見て悲しい)，認知(1)（例：iM[しい
'Ｍ１題にぶつかって考え込む）なもののどれかで
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総fMPと}'６第`13巻２号２(10(if1=７１１１５５
ある。
（２）つぎの段階ぱ[l的的行動をl(!<ろうとする，
あるいは
（３）すぐに行勅する，のどちらかである。さ
らに，
（４）１Ｍ)｣の結果、新しい経験をする．ｊ〈たiIYi
足を感じるという結果が生じる。この（`|）の＃,li
IILが（１）にフィードバックざｵ[て!llllilillにj｢､ける
1又応の変化として｣見れる。
Ｇ〃の選ｌｌ(にさらにペネフィットを兇ｌｌｌして
選択を行う。例えばこのﾌﾞﾉﾝ(IIL険に入れば家
族もl1ilじlIlL険でカバーされるベネフィットを
ii1iIllliする。
■個別商品における動機付け
リミ際の１１１，１Ⅱ１，についてどのようなI1ill機付けがｒｉＹｆ
するだろうか。
Ａ(@k()｢｢＆}】msho[「（1975）はビールやアルコー
ルを飲む１１Ⅱ1機を次の４つに分剛して豚察していろ。
（１）外|ｲﾘｌｌＩ１ドリンカー（oc(､a,)i〔，(１，.iIlk(１，.）は外
交(l<1でi(|:交を求めてアルコールを飲む。（２）１１
やかしlll1ドリンカー（il〕dlllg(011ｔ(１１．illk(11．）とは
より１AⅡf11的でj)|きこもるためにアルコールを飲む。
（３）ズ(llI1iらし』('』ドリンカー（1.(､I)ﾊ1.〔ltiv(､(11．illk(11．）
は(|:rliからⅢi}毛する途中で．あるいは，’'１分が仙
人に尽くしたことへの自分へのｉＭｌＷのためにアル
コールを摂l(Ｉする。（`!）社会型ドリンノノー（social
(１，．illk(,,．）は友情や他人に受け人ｲ’られるために
アルコールを飲む。
なお，八(､k()｢［たちはこの勅IMi分剛を１１lいて典
'1’|(ぶかい`ﾉﾐIMiを行っている。まずM〔|航行に外Iして
パーソナリティテストを受けさせそれぞｲlの'1つ
のli1j機のうちどれが該当するかを探った。つぎに
`IIlMNiのビールブランドについてそれぞれひとつ，
合計`ｌｉＩｌＵＷｉのテレビコマーシャルを|)lUMi行は兇せ
られたが，それぞれのコマーシャルは３つの喫索
からできている．（１）４つの御イブのうちのひ
とつを〈》場人物に仕立て．（２）その〈f場人物が
ビールを飲む，（３）蓬場人物がⅡiびくf場しその
」ﾘ１機にi(ト)たパーフォーマンスを行う（例えば，
外交W1ドリンノノーは楽しく騒ぐ)二彼験行はつぎ
に`１つのブランドのうちどれを欲しいかをllilかれ
た。１１１(験行たちはl芒1分の動機に近い広l1iのブラン
ドを進|)けるI1iilfilがあった。４ｉＤＩｉｈ１のビールはﾘさ
際ﾘｰﾍﾞて'１１じものだったが，彼験ffたちはそこに
述いがあると情じていた。つまり，ﾘﾘ１機に11Lづい
た広fli訴求によって異なった好みが生ま;|[ただけ
でなく，iIliM:」:の差異も生じたのである。
仇パコl1XUW1の釛機については．つぎの３つの
｢lill染」としＣｆとめられている（ここで効ⅡLと
いうlllii冊が''1いらｵ[ているのは．こ｜ｌらの効ＩＩＬが
｣&}合によ()プラスにもマイナスにも評価されるた
ii1iYjt行が||附凹決定しようとするとき，ふた)U）
選択の'''1で葛藤（coIlflict）が生じて選択に迷う
場合がある（Solol〕IC､,２００１，１０()－７）。このよう
な選択の''１１でのljiill聡はつぎの３つのhlih'iに分けら
｜lる（L(》will，1935)。（１）接近一接近の葛藤
（２）接近一回避の葛藤、（３）回避一回避の葛藤。
(’）峻近一|丘近の葛藤とはふたつのfKjLい選
択の'''1で迷う場合である。例えば食べたいデ
ザートが=:｢１噸iあってどちらが良いか迷う場
合である。このような場合，ii1i(ｌｌ１Ｉ’rは認知的
不協和（(､()9,〕itiv。(,issOna,〕〔?(》）を感じ，こ
こかｌｙｌｉじたｲ《愉快な心El1状態を,解決したい
とlWiうようになる。認知的不M1IWl1は人は熊血
や行釛を不Ｉ,!iなく一貫したものにしたいとい
うlUi'｛''１１ｉから''2じる，自分の信念や行,i1jが,１，
１[に不Ｉ１１ｉすると心Jll1的に緊張を感じる状態の
ことである。このような場合，iiiiYll行は一/ｊ
を選ｌＩｌ１－ろjulⅡ'のIll1Il1を探しllIしたり，一/ｊ
に欠陥を1,,111'すことでそちらを忌避する。
（２）ｌｌｉｆ近一'Ⅱ'雌の葛藤では，ある選択をしたい
のだが,そこから生じる負の紡果について懸
念する｣協合である。例えば,｢いデザートを選
びたいのだが，カロリーが気にな{)選択に踏
践する場合である。このような場合マーケ父一
は「力1Jリーが少ないデザート」を,,｡,比)_ろ
ことによって、このような「3'4恕感」を解ii，
するようにする。
（３）｜〔I1ju-lijl避の葛藤とは，どちらのｊｉ１ｉＩ１(を遊
んでも負のIWiIILが子占魍されるような場合であ
る。例えばﾉﾉﾝ保険に力１１入して｝ｗ１ＩＩｉＬ険,１を
払うか．あるいは保険なしで過ごすか選'１(を
辿られるI酬合がこれにあたる：iiIi(ＩｈＬｒはどＩ）
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分f､し．分析することによってマーケティング戦
略にとっての蚊哩なインプリケーションが得られ
るだけでなく，iiliYIl箭行勅一般にとっても有川な
発見が得られることがIU1侍できる。
めである）（Ｗ〔pt“r(Ｗ＆'1,rolls(Phko，1986,邦訳
1987)。（１）薬ⅢＭ１効外し（ニコチンがノルアドレ
ナリンとドーパミンの分泌に影榔し，セロトニン
系を刺激する)，（２）心Dl1i1(I効LlL（快楽，il1ll激，
くつろぎの感情，’'８１人の炎ＩＩｌ)，（３）ド|:会(|(l効果
(社会環境によって受容あるいは'艸除の形を取る)。
これらの三つの「効果」が特定の状況において喫
煙をするかどうかにⅢわってくる。このとき喫煙
者は費川対利溢のバランスを考えて|喫煙を決定
する。
佐々木（2000,187-189）は旅行背の心理学研
究をレビューして旅行の1liD機付けの実質(l(1な内容
(特性）を階屑的に捉えようとして，旅｢丁昔モチ
ベーションの「内存」（(PoIltcllt＝旅行行動の基礎
にある動機の性質）を次の５次元を提案している。
■動機の測定・発見とマーケティングアクション
勤磯の11111疋仁はつぎの三つの方法がある(MullclI
＆Jollnsoll，1990)。
ひとつは焦点化自己報告法（focuse(Iself-l．e‐
])Ｃｌ･I）である。これは特定の11W品や'淵,'iiA属性に
ついて個人的なニーズやilli足を説IU1してもらう方
式である。例えば．炭鹸飲料について，けさや炭
酸の強さと'４１分の満足について報告をしてもらう。
もうひとつは，一般的自己報告法（globalself‐
repo１．t）である。これは一般｢{(]な勅機のスケール
を川いて，その昨|象背がどのような消費釛機を持っ
ているかをlUlらかにしつつ，その動機と選択との
関連を調べるものである。｜ﾀﾞ'lえば，前ＩｌＩのマレー
(Murray,1938）の案lllした22の動機リストを用
いて消費背にそのMi11l11lについてどのような動機を
もっていたかを尋ねる方法である。動機測定の三
番'三|の投影法(1)lUj〔!〔ｌｔｉｖｅｍ(9asul･emeIlt）は，
前のふたつのﾌﾟﾉ法と大きく異なり，消費者の動機
はより無意識的であるという仮定に立っている。
投影法では対象背はｲ《完全で|瞳ｌ１Ｉｉな刺戟を見せら
れ，その刺帆についてT11くか話すかによって反応
を調べる手法である。
Hairc（1950）によるTIi・ﾘｌｌ的実験では，対象青
は二極頚の主婦の買い物リストを示され，ひとつ
のリストにはインスタントコーヒーがはいってお
り，もうひとつのリストにはレギュラーコーヒー
が入っている点だけがｿ&なっていた。対象者はそ
れぞれのリストの三Ｍ｢１１がどのような人間であるか
を記述させられた。この#,'i染，インスタントコー
ヒーがリストに入っていた主婦は怠け者で家事の
計画が1〈手とル|象荷によって記述された。この結
果からはレギュラーコーヒーは対象昔の自己尊敬
ニーズに合致しており，インスタントコーヒーは
合致していかなったとｌＩＩｉｉｌｌ１できる。この調査結果
からインスタントコーヒーは1111解のある夫のいる
効率的な主婦をイメージとした広告が流されるよ
うになった。
（１）緊張解ii1i行1lｉｊ１（|]fiirの(l:I！;や生iiliから生
じるプレッシャーから一MＦ的に逃れる）
→（２）娯楽追及行IIi1j（レクリエーションや娯楽
を求める行肋）
→（３）関係ｌｉｉ化行仙（家ﾙｹﾐのつながりを強化す
るなど社会的な人llI1IlAl係を拡大･強化する）
→（４）知識卿巡行1W（＃f史・']然・文化など訪
問先のｉｌ:会･人'''１についての｣M1解を深める）
→（５）自己|広大行11i)I（１１１己発見や'４１己評(lliにつ
ながる行iijjであり、’41僧やＩ二ｌｌＷ)感情，高
い地位・特椛を'１kわう，旅行後に経験を誇
示する，など）
また佐々木（2000,79-80）は旅行音行勤の止
記の旅行H1ﾘ｣機の内7Ｆを方lf1付ける「機能」として
｢新奇性」（novelty）（jbl似の概念として「逃避」
〈Cs(npe>､「希求」〈s(x1killg>）の菰要さを強調
している。つまり上記のlli1j機の「内容」が「機能」
によって旅行者行lijlとして苑｣J1することになる。
例えば，新奇性動機が弱ければ，「hli鬼」機能つ
まり，日常的なLIiiiliに欠けている経駮を実現しよ
うとしてそのような旅行絲峨を求める行動に'11る
だろうし，新奇性動機がli1けｵlば「sll観」機能す
なわち旅行を皿して新しい人生ijlを希求するよう
な旅行者行動が生まれることになる。
このように具体ｉｌ１ｉＷｉ１１ｉｌ１１についてその釛機(､|けを
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消費者がもともと持っている－．次的動機ではなく，
学習によって後ﾉ〈的に獲得される二次的動機を形
成することが』|r甥である。古典的条件づけ（〔化1s‐
sicalcoIl〔lili()Ilil1g）アプローチによれば，条件
刺戟（co11(liti〔)'1〔》dstimullls;（)S）の後に無条件
刺戟（1,,1(?(),'(liti(〕nedstimullIs；ＵＳ）を提示す
る．例えば，メトロノームのlﾋﾞｻﾞ〈CS〉の後に続
けて肉くＵＳ〉を呈示することを繰り返すと，犬
は次第にメトロノームをｌｉｉｌいただけで唾液を流す
ことになる。こ;'1は条'1:ljll1IiMに対して形成された
条件反応（(､CIU(litiolle(1ｒ(』sl)()nsc;ＣＲ）であり、
無条件刺戟（Wll：肉）に対して形成される反応は
無条件反応（llllconditiollc(１１．〔lsl)onse;ＵＲ）（例：
|M[液分泌1史応）とⅡfばれる。広告で魅力的なタレ
ントや生iIliシーンが繰り返し(f場して商品をlIli奨
するのは．このような古ﾘ|↓的条('|:づけの原理にi(iっ
て実行さ#'ていると考えられる。
Alll〕(〕『（（1937,1961）の人|綱1論によれば．
一次的欲求をilYiたすために111いられ条件づけＭ[
た１１ill靴が，発述過「li1で|と|律(1(]なものに変化し，そ
のlijll戦を得ること|≦1体がｌ－１ｉ１(]に変化してしまうIli
態がある。このことを機能的自律性（fuIlcti()nal
autonoIny）とll1zぶ。マーケティング活動でいえ
ば，例えばハンバーガーレストランで繰り返しあ
るハンバーノノーI11i1'iiU1のブランドマークに接してい
るとき，そのゾランドマークに接した後でそのバー
ガーを食べろ（)'1(条件jljll戦）ことで得られるうれ
しさがある。このうれしさは1111条件反応である。
こうした状態が繰り返されることによってそのハ
ンバーガーのマークのついたlWi,'１/Ｉを獲得すること
にうれしさが感じられるようになる。このうれし
さは条Ｉ'|:反応である。こうした}陛得された迎合
(acqllir(xlass()〔､ialions）はときに長く持続する
(Mullcll＆Johl)Son，199()，Ｉ()l)。またこうした
プロセスはTIIﾘ'し111条''１:づけによる感情反応（Ｃｌ:1s‐
sicalcon〔liti()l1illgemotioIMl1l･〔Dsl)onses）と１１W
ばれる。
iWi品の消費1lijj機を発見しそれに師Iして訴求する
ためにはどうすれば良いだろうか。
まずこれまでに挙げられた動慨の１１１i瀬や動機の
Ijii>)１１を利用して、どの動機が自分の商/i他該当す
るかを考えることである．それだけでは十分でな
い場合，独自のiiM古を行ってそのｌｍ１ｌｉ１Ｉ１の消費勤櫛
がなんであるかを発見することがili狸である。こ
の過程では深層i｢lilr・焦点集団lrliljlfなどの定性調
i1i;がことに敢嬰になる、
例えば，筆ILf（111｢'１）は198()ｲ'2((にメンソール
(はつか）タバニー'の'１１k焼動機を焦点集｜１１面接法を
皿じて探ったことがある。結果として，メンソー
ルタバコは通常(ﾉ)扱バコを吸う動機と禁煙動機と
の''''''1に位置づけらｌｌる存在であることがわかっ
た。メンソール役パコを吸う喫''１〔片から「風邪の
ときに喉がいがらっぽいので，メンソールタバコ
に変える｣，「タバコを｣こめたいので一時的にメン
ソールタバコを吸う｣，「メンソールは本当のタバ
コではない」という証言が得ら;|'た。また女性ｌｌＲｌ
ｌｂＷ行からは「メンソールタバニリを'111(うと衣服や髪
ににおいが付かない」と信じていた')，「喫煉行
と兄られたくないので，軽いメンソールタバコを
吸う」というような発言があった。これらを総合
すると，メンソールタバコはｉｎ常の喫煙の状態か
ら逃れて禁煙に移行したい喫煙背のlli(i望に一致し
ており，本来の仇バコではないがl1illllFにタバコと
しての性格をもっている中間的なくiYlrとして位満
づけられると考えられた．このため．メンソール
御バコの消費i(は禁煙への圧ﾉﾉが,'1jまるにつれて
荷<なるであろうと予測された。ｊくたメンソール
使バコの広告訴求はできるだけ釘バコらしくない
シーンや価値が望ましいと考えられた。
この事例に兄られるよう，商１１Ⅱ１，の動機付けを探
るためには，さまざまに異なるiilil'(行の発言に内
/I：する共通性を発兄し，概念化することが必婆と
なる。
それでは，iiliY1ii1i:をあらたに11ﾘﾉ機づけるために
はどのようにすればよいだろうか．このためには．
図４－１機能的自律性：古典的条件づけによる感情反応（MulloIu＆Johnson,1990,79を改変）
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広告活動ではこうした機能的自律性を活用して
いる事例が多く見られる。例えば，ある洗剤を用
いると家族がふわふわの洗いあがりの洗擢物をもっ
て楽しくしている場而がテレビ広告で繰り返し放
映されると，主婦はその洗剤ブランドを家族のう
れしさを求めて購入・使用するようになる，と考
えられる。
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